
市町社協の取り組んでいるさまざまな活動を紹介します。

活動を
もっと詳しく
知りたい方は

三田市社会福祉協議会
☎079-559-5940
三田市社協 検索

　取材の日は相談窓口の開所日で、電話がひっ
きりなしに鳴っていました。どうすれば解決でき
るかを活動者同士が一緒に考え、支え合い活動
が展開されています。ある方が「やってみなけれ
ば分からんことがたくさんある。ずっと住み続け
たいまちにしたいんや」と、生き生きとしておられ
る姿が印象的でした。このような支え合い活動
は、住民と専門職の連携が大切です。課題を
キャッチし住民が活動を続けられる仕組みの必
要性を感じました。

　三田市では現在、地域福祉計画（市）と地域福祉推進計
画（社協）の一体的な策定を進めています。また、一昨年度
より小学校区ごとに住民座談会を開催して、その結果を踏
まえた地区別計画の策定を推進してきました。これら3つ
の計画が連動しながら地域福祉活動の展開を図っていく
ことになります。
　そして、これからも「まごの手活動養成講座」参加者が取
り組まれたように、地域の現状と生きづらさを抱える人た
ちへの共感を通じて、身近な地域の暮らしをより良くする
ための活動が実践できるよう支援に努めていきます。

あなたのまちの 社 協 ナ ビあなたのまちの 社 協 ナ ビ

活 動 の 中 で

取 材 を 終 え て 会 長 か ら

活 動 の ポ イ ン ト

三田市社会福祉協議会　会長 中後 仁美

　「買い物に行きたいけれど、ひとりで店までは行けない…」
三田市社協では、普段の暮らしの中で起こるこのような “ちょ
っとした困りごと”を地区内で支え合えるよう、住民によるさ
まざまな活動を支援している。
　地域の困りごとを知り、解決する仕組みづくりをみんなで
考える場として、ささえあい隊「まごの手活動養成講座」を開
催しているほか、地域での生活課題を解決していくための地
区別計画策定を住民とともに進め、それぞれの地区に合わせ
た課題解決の仕組みづくりの支援を行っている。

　三田市の本庄地区では、講座修了生により「まごの
手本庄」というグループが立ち上がり、通院や買い物
の付添い・代行を行っ
ている。また、利用者
との関係性が深まる
中で、電球を一緒に
交換するなど、一人一
人の生活に寄り添い
ながら、活動の幅を
広げている。
　藍地区では、「ふれあい活動推進協議会※」
の活動の中で、「地区内には一人で外出しにくい高齢者
の方が多く暮らしている」という課題について話し合い

を重ね、外出支援を行
うボランティアグルー
プ「アユート」が生まれ
た。毎週2回、住民によ
る相談窓口を開設し、
ボランティア活動を行っている。活動者
の一人からは「自分一人でできること
は限られているが、一緒に活動する仲
間がいるから続けられる。自分たちの活動で誰かに喜
んでもらえることが一番うれしい」と話す。
※ふれあい活動推進協議会…身近な生活の場で「誰もが安心して豊
かに暮らす地域づくり」を目指し、住民が力をあわせ、専門機関と協
力しあいながら進める、住民自身による自主的な活動。市内9地区
に協議会が設置されている。

どれに
しよう
かな～♪

ボランティアを
始めて、近所に
知り合いも
増えました！

身近な暮らしの場での住民による課題発見から支え合いの活動へ

ちょっとした困りごとを
地域の力で解決する仕組みづくり

Personal History

関
わ
る
中
で
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
や
絵
で
表
現

す
る
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
力
が

育
っ
て
き
ま
し
た
。ま
た
、社
協
を
含
め
た

関
係
機
関
か
ら
の
働
き
か
け
も
あ
り
、こ

れ
ま
で
住
民
が
Ａ
さ
ん
に
対
し
て
抱
い
て

い
た「
愛
想
が
な
い
」「
感
じ
が
悪
い
」と
い

う
印
象
も
変
わ
り
、住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
定
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ソ
ー
シ
ャ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
※
で
す
。Ａ
さ

ん
が
抱
え
る
よ
う
な
課
題
は
、個
人
の
責

任
や
特
異
な
事
と
さ
れ
て
し
ま
う
場
合
が

あ
り
ま
す
。こ
の
よ

う
な
問
題
を
社
会

の
課
題
と
し
て
、関

係
者
を
巻
き
込
ん

で
解
決
す
る
た
め

の
活
動
に
力
を
入

れ
た
い
で
す
。

　
例
え
ば
、私
が
担

当
す
る
生
活
福
祉

資
金
貸
付
で
は「
生
活
困
窮
問
題
は
自
己

責
任
に
よ
る
べ
き
で
、貸
付
を
し
て
も
自

立
に
は
つ
な
が
ら
な
い
」な
ど
の
意
見
が

聞
か
れ
ま
す
が
、雇
用
状
況
の
変
化
や
病

気・障
害
な
ど
が
背
景
に
あ
る
な
ど
、自
己

で
解
決
で
き
る
問
題
ば
か
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。そ
の
こ
と
へ
の
理
解
を
地
域
に
広

げ
て
い
く
た
め
に
も
、さ
ま
ざ
ま
な
協
議

体
や
活
動
に
参
画
す
る
機
会
を
見
つ
け
、

発
信
す
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
福
祉
専
門
職
に
必
要
な
も
の
は
社
会

性
、つ
ま
り「
安
心
感
や
説
得
力
が
あ
る

こ
と
」や「
福
祉
分
野
以
外
で

も
通
用
す
る
こ
と
」で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。多
様
性

を
受
け
入
れ
る
柔
軟
性
や

福
祉
分
野
に
関
心
の
薄
い

層
に
も
働
き
か
け
る
力
を

身
に
つ
け
た
い
と
思
い

ま
す
。「
社
協
の
長
谷
川

の
言
う
こ
と
な
ら
間
違

い
な
い
」と
言
わ
れ
る
職
員
に
な
れ
る
よ

う
、日
々
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い

で
す
。

　　
「
地
元
で
働
き
た
い
」「
自
分
が
住
み
や

す
い
ま
ち
に
し
た
い
」と
い
う
思
い
で
す
。

社
協
の
使
命
は
住
民
が
協
働
す
る
関
係

づ
く
り
を
支
援
す
る
こ
と
で
す
。仕
事
と

し
て
そ
れ
を
進
め
る
こ
と
が
、結
果
的
に

自
分
に
と
っ
て
も
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
に
つ
な
が
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
※
で
関

わ
る
知
的
障
害
の
あ
る
男
性
Ａ
さ
ん
の
ケ

ー
ス
で
す
。Ａ
さ
ん
世
帯
は
母
親
が
家
事

全
般
を
担
っ
て
お
り
、住
民
と
の
関
係
も

疎
遠
で
し
た
。母
親
の
死
後
、社
協
を
は
じ

め
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
や
日
中一

時
支
援
等
の
事
業
所
の
支
援
が
必
要
と

な
り
、Ａ
さ
ん
も
意
思
表
示
を
行
う
機
会

が
増
え
ま
し
た
。

　
Ａ
さ
ん
は
、最
初
は
言
葉
に
よ
る
意
思

表
示
が
難
し
い
状
況
で
し
た
が
、職
員
と

あ
な
た
の
原
点
は
？ 

印
象
に
残
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
？

力
を
入
れ
た
い
活
動
は
？

このコーナーでは、県内の社協職員など“地域福祉を進める人々”の活動を取り上げながら、
ワーカーとしての想いを伝えます。

22歳

28歳

32歳

35歳
（現在）

地域を駆
ける！

ワーカー物語

加古川市社会福祉協議会

長谷川 佳生さん
は せ が わ 　  よし   お

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
？

社
協
で
の
仕
事
を
通
じ
て
、

「
自
分
も
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」を
進
め
た
い
！

地域福祉課・介護保険事業所
いきいき介護センターへ異動
朝来市地域福祉推進計画の
担当の一人として携わる

地域支援員業務に携わる

朝来支所へ異動

加古川市社協に入局
以後、在宅福祉、地域福祉、老人
大学院などを担当

第1期地域福祉推進計画作業部
会に携わる

社会福祉士資格取得
第2期地域福祉推進計画
ワーキングチームに携わる

生活相談係担当

一人の生活課
題を、地域全体
の課題へ
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